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義しておく o 1女性の国民化jについては、 t里子千鶴子が『ナショナリズムとジェンダーj(青



























































































































































































































































































































































































































































































































「一、家庭科学の振興」については、 l、国民食の科学的研究、 2、被服の改善、 3、台所の
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増加等の奨励指導によって、増産運動の実績を向上させるべきことを挙げているo I三、戦時
生活の実践訓練」では、ーを基調とし、家庭生活の合理化、生活の共同化、消費経済の改善を
























































を図るJ(41年)→b I国民運動同体に移行されるJ(42年)→ C I戦時必勝体制の確立へ」
(43年)→d I戦時非常措置から決戦措置へJ(44年)→ e I終末と復活J(45年)と示されて






























































































































































































イ、敬神崇祖 口、敬愛、親和、礼節、謙譲 ノ¥一家和楽 ニ、隣保協和
三、母の教養訓練
イ、国家観念ノ j函養 口、日本婦道ノ修修 ノ¥母ノ自覚
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